
特別勘定 月次運用レポート

[募集代理店] [引受保険会社]

(登)B24F0530(2025.03.05)

この商品は、第一フロンティア生命を引受保険会社とする生命保険であり、預金とは異なります。
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当商品は、一時払保険料を「定額部分」と「変額部分」に分けて運用します。
当レポートは特別勘定で運用する「変額部分」の運用状況を開示したものです。

特別勘定名称

グローバル運用型ＷＬＭＵ（豪ドル）

2026年4月発行
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設定日：2016年5月2日

2026年3月末現在
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2026年3月31日現在

主要投資対象

運用方針

外国籍投資信託「ソフォス・ケイマン・トラスト・ラップ３・豪ドル」を主な投資対象とします。

当ファンドは外国籍投資信託への投資を行うことにより、中長期的な値上がり益の獲得および利子収益の確保をめざして運用を行います。

■投資方針

■資産構成

比率

投資信託証券 98.0%

ソフォス・ケイマン・トラスト・

ラップ３・豪ドル

98.0%

コールローン他 2.0%

・表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。・原則として、比率は純資産総額に対する割合です。
・コールローン他は未収・未払項目が含まれるため、マイナスとなる場合があります。

■基準価額および純資産総額

基準価額 26,750円

　前月末比 -4,038円

純資産総額 1.56億円

【投資信託の名称】
世界バランス型ファンド（豪ドル）ＶＡ（適格機関投資家限定）

【設定・運用】
三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

※本資料は、特別勘定に組み入れている投資信託の運用状況を参考情報として開示するもので、三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が作成した運用レ

ポートを第一フロンティア生命保険株式会社よりご提供するものです。
※この投資信託の基準価額の変動は、特別勘定の基準価額の変動とは異なります。また、ご契約者が直接投資信託を保有しているものではありません。
※本資料に記載されている運用実績等は過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

組入投資信託の運用レポート
【特別勘定の名称】
グローバル運用型WLMU（豪ドル）<参考情報> 

■運用担当者コメント

【市況動向】

・株式

先進国の株式市況は下落しました。米国・イスラエルとイラン間の軍事衝突に収束の兆しがみえず原油価格が騰勢を強めるなかで、インフレ懸念の高

まりを背景に米連邦準備制度理事会（FRB）の利下げ観測が後退したことなどがマイナス材料となりました。新興国の株式は下落しました。

・債券

先進国の債券市況は下落しました。中東紛争の長期化懸念が意識されるなか、原油・石油関連商品の供給停滞を受けてインフレ圧力が強まるとの思

惑を背景に、主要中央銀行の金融政策観測が引き締め方向へと大きく修正されたことなどがマイナス材料となりました。新興国の債券市況は下落しま

した。

・リート

先進国の不動産投資信託（REIT）市況は下落しました。エネルギー価格高騰に伴うインフレ圧力の強まりを通じた主要先進国の金利上昇などを背景に、

金利感応度の高いセクターを中心に調整が見られました。

・為替

米ドルは、米国・イスラエルとイラン間の軍事衝突に収束の兆しがみえず原油価格が騰勢を強めるなかで有事の米ドル買いが続いたほか、FRBの利下

げ観測が後退したことなどから、対円で上昇しました。ユーロは対円で概ね変わらずとなりました。豪ドルは対円で下落しました。

【世界バランス型ファンド（豪ドル）ＶＡ（適格機関投資家限定）の状況】

上記の市況動向の下で、当ファンドは下落しました。豪ドルの下落に加え、日本株式先物225ローリング指数の下落などがマイナスに影響しました。

（運用責任者：笹井 泰夫）

・本資料は、三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断した諸データに基づいて作成しましたが、その正確性、完全性を保証するものではあり
ません。また、上記の実績・データ等は過去のものであり、今後の成果を保証・約束するものではありません。

■基準価額および純資産総額の推移
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・基準価額は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。

■騰落率

過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド -13.1% 9.1% 25.1% 99.1% 120.2% 167.5%

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。
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2026年3月31日現在

■基準価額および純資産総額

基準価額 27,646.41円

純資産総額 1.53億円

■基本ポートフォリオ資産配分割合および各資産の騰落率

対象指数
配分割合

当月末
騰落率

1ヵ月

国内株式 日本株式先物225ローリング指数 25.2% -11.2%

先進国株式 外国株式先物ローリング指数 23.3% -7.6%

新興国株式 エマージング・マーケット先物ローリング指数 0.7% -11.0%

国内債券 日本国債先物ローリング指数 37.1% -1.3%

先進国債券 外国国債先物ローリング指数 6.3% -1.6%

新興国債券 エマージング・マーケット債券ＥＴＦ指数 0.3% -2.5%

国内リート Ｊ-ＲＥＩＴ指数 5.9% -8.4%

先進国リート 米国ＲＥＩＴ　ＥＴＦ指数 0.2% -6.0%

1.1% －短期金融資産等

資産クラス

株式

債券

リート

【投資信託の名称】
世界バランス型ファンド（豪ドル）ＶＡ（適格機関投資家限定）

【設定・運用】
三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社

※本資料は、特別勘定に組み入れている投資信託の運用状況を参考情報として開示するもので、三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が作成した運用レ

ポートを第一フロンティア生命保険株式会社よりご提供するものです。
※この投資信託の基準価額の変動は、特別勘定の基準価額の変動とは異なります。また、ご契約者が直接投資信託を保有しているものではありません。
※本資料に記載されている運用実績等は過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

組入投資信託の運用レポート
【特別勘定の名称】
グローバル運用型WLMU（豪ドル）<参考情報> 

・当ページは世界バランス型ファンド（豪ドル）ＶＡ（適格機関投資家限定）の主要投資対象である「ソフォス・ケイマン・トラスト・ラップ３・豪ドル」の運用状況です。

・当ページは、現地月末前営業日ベースで作成しています。

■騰落率

・実際のファンドでは、課税条件によってお客さまごとの騰落率は異なります。
また、換金時の費用・税金等は考慮していません。

・設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
・分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

ファンド -13.3% 9.4% 26.3% 103.0% 125.1% 176.5%

ラップ戦略指数 -13.3% 9.4% 26.3% 103.0% 125.1% 176.5%

■レバレッジ比率
当月末

レバレッジ比率 139.4%

・「ソフォス・ケイマン・トラスト・ラップ３・豪ドル」において、投資元本より大きな金額で運用することで収益の獲得をめざすレバレッジ取引を行います。
その際の運用総額は、ボラティリティが年率30％程度になるよう、投資元本の最大約6倍まで日々見直しを行います。

レバレッジ取引を行うことにより、大きな収益を得られる可能性がある一方、大きな損失となる可能性もあり、運用実績連動部分の積立金額がゼロになる可
能性があります。（ゼロが下限となります。）

・本資料は三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断した諸データ（モルガン・スタンレーから提供を受けた対象指数およびラップ戦略指数
（以下、当該指数）に関するデータを含むがこれに限られません）をもとに作成しましたが、その正確性・完全性を保証するものではありません。また上記の実
績・データ等は過去のものであり、今後の成果を保証・約束するものではありません。

・当該指数は、モルガン・スタンレーが独占的所有権を有しています。モルガン・スタンレーは、いかなる場合も、いかなる者に対しても、当該指数または関連
するデータの正確性（計算上の過誤・遺漏を含む）、完全性、適時性または利用可能性、当該指数の使用から得られる結果または過去、現在もしくは将来の
運用成績、または当該指数に基づく金融商品への投資の妥当性を、明示的にも黙示的にも保証し、推奨するものではなく、かつ、当該指数の利用または使
用に関連して発生することのある、いかなる損害、費用または損失に対しても責任を負いません。モルガン・スタンレーは、当ファンドに関する「特別勘定のし
おり」の記載内容に従って当該指数を提供し、当該記載内容のとおり免責されることについてご留意ください。

・為替は、三菱ＵＦＪ銀行発表の対顧客直物電信売買相場の仲値を使用しております。

・本資料は、三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断した諸データに基づいて作成しましたが、その正確性、完全性を保証するものではあり
ません。また、上記の実績・データ等は過去のものであり、今後の成果を保証・約束するものではありません。

■【参考】為替騰落率

過去1ヵ月 過去3ヵ月 過去6ヵ月 過去1年 過去3年 設定来

円／豪ドル -0.8% 4.6% 12.0% 16.7% 22.3% 31.5%

■店頭デリバティブ取引組入状況

担保付スワップ 100.00%
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■資産配分比率の推移（設定来）

・ラップ戦略指数（SW AUD VTインデックス）は下記表の対象指数に投資し、得られるリターン
を組み合わせた後、 円売り豪ドル買いの為替取引を行い指数化したものです。
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